
 

 

 

 

できる 

いない 

できない 

医療とケアの決定プロセス 【基本】 

いる 

意思が確認できる 

本人の推定意思を尊重し、本人にとって最善の

方針をとる 

 本人の意思を推定できる家族等が

いる 

意思は変化しうるため繰り返し話し合う 

複数の専門家で構成する 話し合いの場を設置し、 方針の検討や助言 

意思決定のプロセスが困難になった場合には、 

（医療とケアの決定が困難、家族等の中で意見がまとまらない等） 

 

 

 

＜参考資料＞厚生労働省「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」意思決定

支援や方針決定の流れ（イメージ図） （平成 30年版） 

倫理手順を改定 2023年 9月 28日承認 

本人と医療・ケアチームとの合意

形成に向けた十分な話し合いを

踏まえた、本人の意思決定を基本

とする 

「身寄りがない人の決定プロセス」へ 


